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お読みください

　
　

九
月
岩
国
市
議
会
は
、
昨
年
度
の
決
算
認
定
と
岩
国
総
合
庁
舎
跡
地
の
売

却
に
伴
う
市
場
事
業
特
別
会
計
繰
り
出
し
金
や
再
編
交
付
金
を
活
用
し
た
基

地
周
辺
ま
ち
づ
く
り
基
金
積
立
金
、
国
・
県
支
出
金
の
返
還
金
、
財
政
調
整

基
金
へ
の
積
立
金
な
ど
岩
国
市
の
補
正
予
算
（
3
0
億
5
8
5
0
万
円
）
と

議
案 

岩
国
名
誉
市
民
条
例
、
岩
国
市
暴
力
団
排
除
条
例
な
ど
19
件
が
審
議
さ

れ
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
「
混
合
型
血
管
奇
形
」

の
難
病
指
定
を
求
め
る
意
見
書
が
提
案
さ
れ
、
即
決
で
全
会
一
致
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
基
地
、
同
和
問
題
な
ど
を
指
摘
し
、
決

算
に
反
対
し
ま
し
た
。

 3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
の
救

援
活
動
に
派
遣
さ
れ
た
米
軍
の
航
空

機
を
除
染
し
た
際
に
出
さ
れ
た
放
射

性
廃
棄
物
が
佐
世
保
、
三
沢
、
横
田
、

厚
木
、
横
須
賀
、
沖
縄
、
岩
国
の
各
基

地
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
8
月

5
日
に
判
明
。

岩
国
市
の
放
射
性
廃
棄
物
の
保
管

状
況
と
そ
の
根
拠
、
今
後
の
処
理
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
答
弁
は
、
外

務
省
日
米
地
位
協
定
室
の
回
答
と
し

て
「
米
軍
に
よ
っ
て
岩
国
基
地
に
持

ち
込
ま
れ
保
管
さ
れ
て
い
る
物
は
な

い
」　
中
四
国
防
衛
の
回
答
で
「
海
上

自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地
に
お
い
て
、

福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
う
物
資
輸

送
で
同
原
発
沖
約
35
K
m 

を
飛
行
し

た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
数
機
の
除
染
済
ウ

エ
ス
6.5
K
を
４
月
15
日
以
降
、
放
射

性
廃
棄
物
用
に
設
定
し
た
保
管
場
所

に
拡
散
し
な
い
よ
う
鉄
製
の
容
器
に

入
れ
、
二
重
に
密
閉
し
保
管
し
て
い

る
」「
保
管
中
の
放
射
性
廃
棄
物
は
す

べ
て
東
京
電
力
が
引
き
取
り
処
分
す

る
た
め
、
防
衛
省
と
東
京
電
力
と
の

間
で
協
議
中
」
と
し
ま
し
た
。

米
軍
の
再
編
に
つ
い
て
「
厚
木
か

ら
移
転
す
る
の
は
空
母
艦
載
機
部
隊

の
う
ち
固
定
翼
機
59
機
」
人
員
は
「
4

0
0
0
人
程
度
」
と
説
明
し
て
き
た
。

米
海
兵
隊
太
平
洋
司
令
部
が
、
今

年
の
3
月
24
日
に
作
成
し
た「
新
・
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」で
は「
航
空
機
は
86

機
」
人
員
は
「
5
1
2
7
人
」
と
具
体

的
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

米
軍
が
新
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

作
成
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
岩

国
市
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

岩
国
市
は
「
資
料
は
確
認
し
て
い

る
が
、
米
軍
の
複
数
あ
る
う
ち
の
一

つ
で
日
本
政
府
か
ら
正
式
に
出
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。「

市
民
の
長
年
の
悲
願
」
が
実
現
と

い
わ
れ
る
が
「
米
軍
再
編
の
た
め
の

日
米
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
「
米
軍
再
編

を
前
提
」
に
米
側
と
協
議
で
実
現
し

た
も
の
で
す
。

今
、
全
国
的
に
も
地
方
空
港
の
需

要
は
低
迷
、
岩
国
空
港
の
需
要
予
測

調
査
も
43
万
人
か
ら
35
万
人
（
周
南

市
の
鹿
野
か
ら
廿
日
市
市
の
吉
和
の

範
囲
）
と
見
直
し
を
行
い
、
貨
物
の
取

扱
量
1
8
9
0
ト
ン
と
予
測
。

需
要
予
測
を
大
き
く
見
積
り
、
他

の
地
方
空
港
と
同
じ
道
を
た
ど
る
の

で
は
と
質
問
。

「
開
港
後
の
安
定
し
た
需
要
が
確
保

で
き
る
よ
う
利
用
促
進
に
と
り
く
ん

で
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　来
年
度
か
ら
4
年
間
、
中
学
校
の

社
会
科
教
科
書
に
「
育
鵬
社
」
出
版
の

歴
史
教
科
書
「
新
し
い
日
本
の
歴
史
」

を
採
択
、
こ
の
教
科
書
は
太
平
洋
戦

争
を
「
大
東
亜
戦
争
」
と
し
、
日
本
の

ア
ジ
ア
侵
略
戦
争
と
植
民
地
支
配
、

加
害
な
ど
の
歴
史
的
事
実
を
捻
じ
曲

げ
、
侵
略
戦
争
を
肯
定
す
る
記
述
等

多
く
の
問
題
点
を
抱
え
た
教
科
書
で

す
。採

択
に
当
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
議

論
が
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
質
問
。

答
弁
は
、「
採
択
は
非
公
開
で
、
教

科
書
が
変
わ
る
こ
と
で
現
場
に
一
瞬

の
戸
惑
い
が
あ
る
が
充
分
対
応
で
き

る
」
と
し
ま
し
た
。

米軍が作成した岩国基地内の配置説明図（3月24日）
　図面の右上に米軍再編に係る人員 5127人　
その内訳3/4を基地内に、1/4を愛宕と記載されています。
　左上に 86機と明記しています。 　　　　

日刊　月　３４００円
日曜版　月　８００円
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　南岩国 5丁目郷が崎沖市道南岩国 10 6 号線
の側溝が壊れ、長い間、放置されていまし
た。
　地域の皆さんとの運動でこのたび改修さ
れました。
　残りは来年度実施の予定です。

　
　

  

9
月
30
日
に
、
第
6
回
錦
川
川
づ

く
り
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
検
討
委
員
会
で
は
、「
10
年
間
ダ

ム
建
設
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
の

に
、
な
ぜ
、
今
更
ダ
ム
建
設
な
の
か
」

「
下
流
域
で
は
ダ
ム
で
死
ん
だ
水
を

飲
ま
さ
れ
て
い
る
。
ヘ
ド
ロ
が
大
量

に
流
さ
れ
ア
サ
リ
が
死
滅
、
漁
業
も

ダ
メ
に
な
っ
た
」「
全
国
的
に
緑
の
ダ

ム
・
森
林
保
全
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
ダ

ム
に
つ
い
て
も
っ
と
検
証
し
て
か
ら

結
論
を
出
す
べ
き
だ
」
な
と
多
く
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

11月 23日（水曜日・祝日）11：00～ 13：00
愛宕神社前公園

二井県知事は、「普天間基地問題に見通しがたたないうちに、艦
載機部隊の移駐を先行させることは認められない」と言いながら、
12月には愛宕山開発跡地の防衛省への売却に結論を出すと言いま
す。
　また、福田市長は、普天間基地「移設」との関係では知事と同
じ立場だとし、かつ「43項目の安心安全対策」、愛宕山運動施設
用地に8000人収容の野球場、自衛隊の残留、地域振興策など4つ
の要望がすべて実現しなければ艦載機部隊の移駐を容認しないと
言明しています。しかし、防衛省は野球場などスポーツ施設も岩
国市が求めてきた仕様に添った方で建設する意向を示し、市長は
大喜び。目の前の「アメ」スポーツ施設をちらつかせ新たな米軍
基地の建設に突っ走ろうとしています。この企てを止めるために
も多くの皆さんのご参加を！！

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
も
9
割

以
上
の
方
々
が
反
対
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
し
か
し
、
検
討
委
員
会
の
座

長
は
議
論
が
出
尽
く
し
た
と
し
て
、

「
ダ
ム
と
河
川
改
修
を
合
わ
せ
た
整
備

が
最
適
」
と
す
る
山
口
県
の
事
業
計

画
案
を
強
行
採
決
し
ま
し
た
。

　
山
口
県
は
今
後
、
対
応
方
針
を
決

定
し
、
年
内
に
も
国
土
交
通
大
臣
に

検
討
結
果
を
報
告
、
来
年
度
の
事
業

を
決
定
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
「
平
瀬
ダ
ム

再
開
」
に
住
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な

い
と
思
い
ま
す
。

　「
治
水
」
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
も
っ
と
市
民
の
声
を

聴
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

愛宕山配置図


